
　　　　

7 年 2 月 20 日

平日 14 時 0 分から 18 時 0 分まで

祝日・長期 9 時 0 分から 17 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 Give them the maximum opportunity (子どもたちに最大限の機会を提供します）、「子どもたちの第4の居場所」

事業所名 放課後等デイサービス　ポコアポコ 作成日支援プログラム

レクリエーションの中で、数字や形、時間などを学んでいきます。子どもたちが物事に対して集中できるようなプログラムを実施していきます
時間を意識して活動や学習に取り組むことで、時間の感覚や、時間を守ることの大切さを学びます

それぞれのお子さまが、自分の伝えたいこと、特に何か支援が必要なことや手助けが必要なことについて周囲の大人に知らせられるように支援していきます
特性的に意思の伝達が難しいお子さんに対しては、ご家族や学校との連携の中で職員がお子さまの意思を組み取ることができるように配慮していきます

地域の保育園やフリースクールの子どもたちとの交流活動の実施により、他者への思いやりや優しさを学んでいきます
同法人の施設利用者や職員との交流により社会性を身に着けられるよう配慮します

支援方針

子どもたちの自立の促進、生活の質の向上を図ることができるように努めます
子どもたちの意思及び人格を尊重し、成長や環境に応じて支援を提供するように努めます
主に身体に特性のある子どもたちに対して、発達段階に合わせた支援を提供できるように努めます

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

主な行事等

ほたるの集い、チャリティーコンサートへの参加、サマーキャンプ、夏祭り、クリスマス会、餅つき大会、保護者説明会

家族支援

ご家族の将来に対する悩みや不安、困りごとに対して、随時相談を受けていま
す 移行支援

学校やご家族、他事業所と情報交換しながら卒業後の進路選択をスムーズ
に行えるよう支援していきます

地域支援・地域連携

地域の保育園・フリースクールとの交流及び情報交換、盲学校との交流会を行
います 職員の質の向上

外部研修会への参加、グループ内幼稚園、保育園での研修、情報交換会を
実施します。また、同法人内での研修会（年10回以上）に参加します

支　援　内　容

身体に特性のある子どもたちについて、保護者や学校、医療機関との連携を取りながら安全と健康に配慮した支援を行います
生活面では、自分でできることを伸ばしつつ、必要な介護、介助を適切に行うことにより、子どもたちが、元気に生活できるように支援していきます
長期休暇中や祝日は、生活のリズムが崩れないように時計を見ながら、メリハリのある生活送ってもらえるよう支援します
入浴訓練を行うことで、将来の自立に向けた支援を行います（希望者のみ）

自然に囲まれた環境を活かし、園芸活動を行います。自然の中で土に触れ野菜を育てることで、普段の生活では体験できない感覚を感じられるように配慮します
グランドを散歩したり、里山を歩くことで運動神経を磨きます。車いすの子どもたちには、ゲームを通して体を動かせるように工夫していきます
ブランコやハンモック、遊具での運動を通して平衡感覚を身に着けられるよう支援していきます
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